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炎症性腸疾患や機能性胃腸症など種々の消化管疾患病態において、腸内微生

物叢をはじめとした腸内環境が重要な役割を担っていることが明らかにされて

おり、本学会においてもこれまでに多彩な議論が行われてきました。本シンポジ

ウムでは、消化管疾患と腸内微生物叢に関する基礎的・臨床的研究成果を広く募

り、消化管粘膜障害を伴う様々な病態における腸内微生物叢の役割を検討し、そ

の理解を深める機会にしていきたいと思います。皆様の積極的なご参加を期待

しています。 


